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と き  ７月１１日（月）午前１０時００分～１１時００分 

ところ  川本公民館 ２階 講習室 

内 容  「親子で体操リトミック」  

講 師  反町 敦子 先生 

対 象  乳幼児を持つ保護者、子育てサークルに興味のあるかた 

定 員  先着１０組（参加費 無料） 

その他  軽装で上履きを持参ください。マスク着用の上、ご参加ください。 

当日体調が悪い方は参加をお控えください。 

申込み  ６月２７日（月）から川本公民館窓口、または電話で受付します。 

（平日９：００～１７：００まで、定員になり次第受付終了となります。） 

問い合わせ  川本公民館 ５８３－３２３４ 

 

 

 

 
 

と  き ６月１３日（月）午前１０時００分～１１時００分 

と こ ろ 川本公民館 １階 研修室 

学習内容 「木製フォトフレームにお気に入りの写真を可愛くスクラップ」 

講  師 小礒 景子先生 

対  象 乳幼児を持つ保護者、子育てサークルに興味のあるかた 

定  員 先着１５名（参加費 無料） 

用意するもの ・お子さんや家族のお気に入りの写真 L版（切ったりのりづけをしても大丈夫なもの） 

・はさみ、のり 

申 込 み ６月６日（月）から川本公民館窓口、または電話で受付します。 

（平日９：００～１７：００まで、定員になり次第受付終了となります。） 

そ の 他 新型コロナウイルスの影響により、一時保育はありません。 

当日体調が悪い方は参加をお控えください。 

問い合わせ 川本公民館 ☎５８３－３２３４ FAX５８３－３２６７ 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 
  
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

  

農業者年金現況届の提出先について 

農業者年金受給者の方に対して毎年６月に行っている現況届の提出先については、以下の 

とおりとなりますので期間内に忘れずにご提出ください。 

記 

提出場所  農業委員会（市役所２階２４番窓口）または市内各公民館 

受付時間  平日の午前８時３０分～午後５時１５分 

提出期間  ６月１日（水）から６月３０日（木） 

問い合わせ 農業委員会事務局 ☎５７７－３４３９ 

 

≪親子で楽しく体を動かしましょう！≫ 

第１回ふれあい子育て講座 

令和４年６月１日発行【第１９８号】  
６月号 

 
発  行    川 本 公 民 館 

〒３６９－１１０４ 深谷市菅沼１００９ 

☎ ５８３-３２３４  FAX ５８３-３２６７ 

令和４年５月１日現在    川本地区の人口と世帯（前月比） 

男 女 合計 世帯数 

5,848人（-13） 5,860人(+15) 11,708人(+2) 4,840世帯(+7) 
 

 

 

第２回ふれあい子育て講座 

≪スクラップブッキング体験講座≫ 
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期間中、まちなかを竹かざりでいっぱいにするため、旧中山道や深谷旧駅通りに飾る竹かざりを作製していただ

けるご家族や個人・団体を募集します。参加者には、無料で竹（約３ｍの細竹・先着８０本）を差し上げます。願

いを込めた思い思いの飾りをお持ちいただき、飾り付けを行い、思い出をつくりませんか。 

と   き  ７月２日（土）午前８時～８時３０分（飾り付けは午前１０時まで予定） 

と こ ろ  旧中山道沿い、深谷旧駅通りなど  

申 し 込 み  ６月２４日（金）までに電話で問い合わせ先へ 

問い合わせ  一般社団法人 深谷市観光協会 ☎５７５－００１５ 

 

 深谷の夏の名物七夕まつり。色とりどりの七夕飾り

を鑑賞し、活気あるまちなかを感じに来ませんか。 

と き ７月８日（金）～１０日（日） 

午前１０時～午後９時 

（８日は午後３時から） 

ところ 旧中山道沿線とその周辺 

※今年も、ゴミゼロを目指しています。ゴミのお持

ち帰りにご協力ください。 

問い合わせ 一般社団法人 深谷市観光協会 

☎５７５－００１５ 

 

 

新型コロナウイルス対策による中止のお知らせ 
 
【中止】夏の健康料理教室（７月開催分） （問い合わせ 川本公民館 ☎５８３－３２３４） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

と き 6月１３日（月）  

午前 10時～１１時３０分 

ところ 川本公民館 ２階 講習室 

内 容 おもちゃ遊び、手遊び、 

情報交換など 

参加方法 先着 10組（無料・予約不要） 

※マスク着用のうえ、当日直接会場にお越しください。 

※当日体調が悪い方は参加をお控えください。 

問い合わせ 川本公民館 ☎５８３－３２３４ 

第４１回モーニングウォーキング 

５月２２日（日）前日の天気も回復し、すがすが

しい初夏のモーニングウォーキングとなりました。 

川本公民館発着で、受付時間をずらし南地区のか

たからスタートしました。重忠史跡公園・満福寺・

鶯の瀬・井椋神社等を通り、歴史を感じながら心地

よい汗を流しました。（参加者９６名） 

 

第２７回 ふるさと子どもまつり  

手作りおもちゃ工作キット配布 

４月２４日（日）第２７回ふるさと子どもまつりは、新型

コロナウイルス感染症拡大防止のため手作りおもちゃ工作キ

ットの配布を行いました。（参加者７８名） 
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２．重忠と合戦 
③平氏追討 

 

 元暦
げんりゃく

元年（1184年）正月２０日の合戦で木曽義

仲を打ち破った源氏は、２月５日、平氏を追って

播磨国三
はりまのくにみ

草山
くさやま

に戦ってこれを破った（三
み

草山
くさやま

合戦）。

このとき重忠は平家物語・源平
げんぺい

盛衰記
じょうすいき

では、九郎
く ろ う

義経
よしつね

に属したと記されており、源平盛衰記では「関東の

評 定
ひょうじょう

には、梶原平三（景
かげ

時
とき

）は 侍
さむらい

大将軍
だいしょうぐん

にて九郎

義経に付き、土肥
と い

次郎
じ ろ う

（実
さね

平
ひら

）は侍大将軍にて蒲
かば

冠者
のかじゃ

（範頼
のりより

）に相
あい

従
したが

うべしと定めたりけるに、実平は範頼

を捨てて九郎義経に付き、景時は義経を離れて五百余

騎を引き分けて蒲冠者に属
ぞく

にけり。畠山は元は九郎義

経に打
う

ち具
ぐ

して宇治川を渡したりけるが、京にては蒲

冠者に伴いける。今度
このたび

一
いち

谷
のたに

へ発向には、畠山又範頼の

手を引き分けて、五百余騎にて義経に付く。其の故は

梶原が兵衛
ひょうえ

佐
のすけ

殿
どの

（頼朝）の気色
け し き

誇りにして諸国の侍ど

もを手に握り、我儘
わがまま

にと振る舞いければ、景時に下知
げ ち

せらるること目ざましく思いける上、蒲冠者の軍将様
ざま

、

九郎御曹司に雲泥
うんでい

を論じて劣
おと

り給
たま

えりとて搦手
からめて

にぞ付

きにける。九郎義経は、此等が出入りを見給いて『梶

原が義経を悪として出でたれども、重忠又返り入りた

れば、よしよし利もなく損もなし、同じく五百余騎、

武も剛も同じ事なり。されば力はいかでか畠山に並ぶ

べきなれば、なお替え勝れり』とぞ宣
のたま

いける」と記し

て、土肥・畠山が義経につき、梶原が範頼についたい

きさつと、義経が「重忠と景時の交換は重忠の方が勝 

っている」と言ったことを述べている。 

また、一の谷の戦いの「 鵯
ひよどり

越
ごえ

の逆落とし」の場面

は「畠山は赤縅
あかおどし

の鎧
よろい

に、護
うすべ

田
の

鳥
とり

の尾の矢負い、三日

月と云
い

う栗毛
く り げ

馬
うま

の太く逞
たくま

しきに乗りたりけり。此の馬

鞭打
む ち う

ちに三日の月ほどなる月影の有りければ名を得た

り。壇の上にて馬より下り、差しのぞいて申しけるは

『爰
ここ

は大事
だ い じ

の悪所
あくしょ

、馬
うま

転
ころ

ばして悪
あ

しかるべし、親にか

かる時子にかかる折と云う事あり、今日は馬を労
ねぎら

わん』

とて、手綱
た づ な

腹帯
はらおび

より合わせて、七寸
な な き

に余りて大いに太

き馬を、十文字に引きからげて、鎧の上に搔
か

き負うて、

椎
しい

の木のすだち一本捩切
ね じ き

り杖
つえ

につき、岩のはざまをし

ずしずとこそ下りけれ。東
あずま

八
はち

か国に大力
おおちから

とは云
い

いけ

れども、只今かかる振る舞い、人倫
じんりん

には非
あ

らず、誠に

鬼神のしわざとぞ、上下舌を振るいける。（中略）畠

山は此の岩石に馬損じてはふびんなり、日頃は汝
なんじ

にか

かりき、今日は汝をはぐくまん、と云いける、情深し

と覚えたり」と記している。 

 文治
ぶ ん じ

元年（1185年）2月、源義経は摂津
せ っ つ

の大物
だいもつ

の

浦
うら

から阿波
あ わ

の勝浦
かつうら

に渡り、更に進んで讃岐
さ ぬ き

の屋島に平

家を攻めた。この合戦の間における重忠の事跡
じ せ き

として

「逆櫓
さ か ろ

の論議」で義経と景時が言い争ったとき重忠が

景時を抱き止めたこと、暗夜の大風の中を船出すると

き義経が一番船、重忠が二番船であったこと、更に「扇

の的」を射るよう命じられた重忠が辞退して、代りに

那須与一
な す の よ い ち

宗高
むねたか

を推したこと等が源平盛衰記に述べられ

ている。 

 

大
好
き
な
姉
へ 

 
 

川
本
中
学
校
二
年
（
現
三
年
） 

中

村

な
か
む
ら 

柚 ゆ

梨 り 

  

私
に
と
っ
て
の
「
姉
」
と
い
う
存
在
は
、

た
だ
の
遊
び
相
手
で
も
、
話
し
相
手
で
も
な

い
。
い
つ
も
私
の
お
手
本
で
、
心
か
ら
尊
敬

す
る
存
在
。
も
し
か
す
る
と
、
家
族
の
中
で

何
も
た
め
ら
い
な
く
、
私
の
す
べ
て
を
打
ち

明
け
ら
れ
る
人
は
姉
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。

厳
し
そ
う
な
姉
だ
が
、
本
当
は
と
て
も
優
し

い
心
の
持
ち
主
で
、
明
る
く
元
気
で
は
が
ね

の
よ
う
な
強
い
女
性
。
「
看
護
師
」
と
い
う

姿
の
姉
は
も
っ
と
ず
っ
と
か
っ
こ
い
い
。
私

も
そ
ん
な
姉
の
よ
う
な
人
に
な
り
た
い
。
ど

ん
な
時
も
希
望
や
勇
気
を
与
え
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
。 

  

作品集(第１４集)に掲載され

た作品のうち、川本地区のか

たの作品を掲載します。 

 

は
ぁ
ち
ゃ
ん
と
い
っ
ち
ゃ
ん
へ 

川
本 

 

鈴
木

す
ず
き 

正
章

ま
さ
あ
き 

 

「
た
だ
い
ま
。
」
と
仕
事
か
ら
帰
る
と
、
毎

日
、
い
ろ
い
ろ
な
所
に
隠
れ
て
待
っ
て
い
る

の
が
お
約
束
の
娘
達
。
わ
か
り
や
す
い
所
に

隠
れ
て
い
る
の
も
、
こ
れ
ま
た
か
わ
い
い
。

お
風
呂
で
は
、
今
日
の
出
来
事
発
表
。
「
パ

パ
の
楽
し
か
っ
た
事
は
何
で
す
か
。
」
と
聞

か
れ
る
と
困
っ
て
し
ま
う
。
へ
そ
が
曲
が
っ

て
い
る
日
も
あ
る
け
れ
ど
、
パ
パ
は
め
げ
ま

せ
ん
。
そ
ん
な
日
は
、
娘
が
寝
て
か
ら
く
っ

つ
く
の
が
楽
し
み
。
お
風
呂
に
一
緒
に
入
れ

る
の
も
、
あ
と
何
年
か
な
。
今
を
大
切
に
。

一
日
一
日
の
成
長
を
励
み
に
、
家
族
の
為
な

ら
頑
張
れ
る
。 
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日 時  ６月１１日（土）・７月９日（土） 

① 午前10時30分～ ②午前11時～ ※各２０分程度 

場 所 ６／１１は、川本公民館 会議室  

７／９は、川本図書館絵本コーナー 

内 容 大型絵本など ※各回とも定員10名 

対 象 幼児～小学校低学年くらい 

６／１１は６／４(土)、７／９は７／２(土)から受付開始 

申込先  川本図書館 ☎583-6250 

 

特
一 

石
鹼
玉
は
し
ゃ
ぐ
男
の
子
の
顔
で
は
ね 

 
 

 

金
田 

正
夫 

特
二 

登
園
の
子
ら
の
背
を
追
う
し
ゃ
ぼ
ん
玉 

 
 

 

福
島 

知
良 

特
三 

画
用
紙
に
描
き
き
れ
な
い
シ
ャ
ボ
ン
玉 

 
 
 

中
原 

房
子 

入
選 

 
 

春
長
け
る
ソ
バ
屋
の
水
車
コ
ト
コ
ト
と 

 
 
 

金
子 

孝
男 

 
 

虹
色
の
顔
よ
り
大
き
石
鹼
玉 

 
 

 
 

 
 
 

飯
野 

卯
一 

 
 

長
命
の
息
を
授
か
る
シ
ャ
ボ
ン
玉 

 
 

 
 

 

武
井 

猛 

 
 

芝
青
む
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
声
響
く 

 
 

 
 

内
田 

昌
三 

 
 

風
に
乗
り
色
を
変
え
つ
つ
シ
ャ
ボ
ン
玉 

 
 
 

藤
野 

孝
行 

 
 

古
里
の
母
健
在
の
昭
和
の
日 

 
 

 
 
 

 
 

明
田 

眞
雅 

 
 

う
ら
ら
か
や
歩
数
の
増
え
る
散
歩
道 

 
 

 
 

髙
橋 

直
美 

 
 

ふ
わ
ふ
わ
と
風
と
遊
び
し
し
ゃ
ぼ
ん
玉 

 
 
 

丸
山 

洋
子 

 
 

母
と
子
の
会
話
で
つ
な
ぐ
し
ゃ
ぼ
ん
玉 

 
 
 

矢
吹 

重
信 

 
 

し
ゃ
ぼ
ん
玉
平
和
と
夢
を
の
せ
空
へ 

 
 

 
 

浅
見 

均 

 
 

し
ゃ
ぼ
ん
玉
孫
の
手
越
え
て
青
空
へ 

 
 

 
 

小
池 

千
枝
子 

 
 

今
年
又
孫
に
お
し
え
る
し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま 

 
 

 

福
島 

富
美
枝 

 
 

 

母
は
目
で
子
は
足
で
追
ふ
し
ゃ
ぼ
ん
玉 

 

選
者
吟 

 

選
後
一
言 

特
一
、
明
か
る
い
家
庭
が
想
像
さ
れ
る
楽
し
い
句
で
す
、
昔
は
石
鹸
を
お

湯
で
溶
か
し
て
遊
び
ま
し
た
。
特
二
、
季
節
感
が
良
く
出
て
ま
す
。「
行
っ
て
ら
っ
し

ゃ
い
。
」
特
三
、
夢
と
希
望
が
い
っ
ぱ
い
。 

 

天
天 

一
面
に
桃
佳
ス
マ
イ
ル
金
三
つ 
 
 

 
 

 
 

丸
橋 

進 

地 

天
風
呂
敷
を
し
か
と
結
ん
で
夏
が
来
る 

 
 
 

 
武
井 

猛 

人
天 

休
刊
日
妙
に
寂
し
い
朝
に
な
る 

 
 

 
 
 
 

貫
井 

義
子 

佳
作 

 
 

夕
刊
も
一
夜
明
け
れ
ば
古
紙
と
な
り 

 
 

 
 

荒
川 
太
郎 

 
 

新
聞
を
読
ん
で
長
生
き
し
た
く
な
り 

 
 

 
 

金
子 

孝
男 

 
 

新
聞
の
漢
字
ル
ビ
見
て
成
る
程
な 

 
 
 

 
 

田
部
井 

光
男 

 
 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
新
聞
い
つ
も
独
り
占
め 

 
 

 

福
島 

富
美
枝 

 
 

老
化
予
防
楽
し
い
記
事
を
音
読
す 

 
 
 

 
 

小
池 

千
枝
子 

 
 

新
聞
に
老
化
の
頭
活
性
化 

 
 

 
 
 
 

 
 

丸
山 

洋
子 

 
 

新
聞
で
正
し
い
漢
字
気
付
か
さ
れ 

 
 
 

 
 

明
田 

眞
雅 

 
 

ま
ず
最
初
地
方
版
に
て
コ
ロ
ナ
見
る 

 
 

 
 

加
藤 

厚 

 
 

古
希
過
ぎ
て
新
聞
受
け
の
音
を
聞
き 

 
 

 
 

内
田 

昌
三 

 
 

留
守
番
も
チ
ラ
シ
整
理
と
折
り
鶴
で
す 

 
 
 

島
田 

文
子 

リ
モ
ー
ト
で
新
聞
部
数
減
少
す 

 
 
 

 
 
 

福
島 

知
良 

か
の
地
へ
と
思
い
巡
ら
せ
何
も
で
き
ぬ 

 
 
 

浅
見 

均 

ポ
ス
ト
よ
り
朝
刊
抱
え
て
夜
勤
明
け 

 
 
 
 

矢
吹 

重
信 

 
 

 
 

選
後
一
言 

天
位 

「
川
本
の
誇
り
で
す
。」
地
位 

新
鮮
で
す
。
人
位 

そ
う
だ
よ

ね
。 
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１．使用済小型家電の収集日 ６月１０日（第２金曜日） 

２．有害ごみの収集日     ６月１７日（第３金曜日） 

 

問い合わせ 環境衛生課業務係 ☎ ５７８－７３３２ 

川本図書館からのお知らせ 

 川本図書館 ☎５８３－６２５０ 

図書館休館日 ※状況の変化により変更にな

る場合もあります。 

第５３９回 俳 句 会 

兼題「 しゃぼん玉 」・当季雑詠 林清吉選 

第３３４回 川 柳 会 

課題 「 新聞 」手島廣志選 

追記 ６月の句の兼題「紫陽花（あじさい）」・他当季雑詠計五句、川柳の課題「スイッチ」三句以内を６月３０日（木）までに、公民館へ

お寄せください。投句用紙は公民館に置いてありますが、ハガキやファックスでもかまいません。初めての方の投稿をお待ちしています。

【ＦＡＸ５８３-３２６７】 

川本公民館文芸欄 

川本図書館の  

『サークルをつくりたい！』『こんな教室をやってもらいたい！』など、公民館への希望がございましたら、お気軽にご相談ください。 

※参加にはマスクの着用を

お願いします。 

※定員に達していなければ

当日参加もできます。 

３．ごみ出しのマナーについて 

①ごみは必ず分別してください。  

②生ごみは水切りをしてください。 

③朝８時３０分までにごみを出してください。 


